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本資料作成者：全国農業高等学校長協会 地域連携相談窓口 塚田佳満

参加校/関係者各位

本事業は、「「未来の教室」実証事業」（平成29年度補正「学びと社会の連携促進
事業（「未来の教室」（学びの場）創出事業）」）
の実証事業（第2次公募）として採択された事業です。

https://www.learning-innovation.go.jp/torikumi

「未来の教室」実証事業 提案書

II. 産業界と連携したSTEM/STEAM（教科横断）プログラム
「農業高校で取り組むロボティクスとIoT/IPM体験プログラム」
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資料はRRPFにて独自作成

農業高校卒業生は農業イノベーション人材予備軍

社会人 就職
47．9％※（13,000人）

各種専修学校
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農業高校人材を日本の農業ベンチャー産業(農業/ICT)・地域の担い手に

大学進学
15.6％※

（4,000人）

※数値は文科省：学校基本調査H22年度卒業者の％数値（およそ数値）

ほか、自営1％、未定浪人 5％、就職進学1％ と報告 「教育行政研究」２号2012年
農水省資料は平成24年度

社会人就職



2資料:経済産業省「未来の教室とedtech研究会」第2回委員会 資料５、14P

経済産業省「未来の教室とedtech研究会」資料

農業高校を社会的インパクト資本として注目！！次世代人材としての活用へ
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申請者概要
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目的：5年後に目指す姿

◎農業高校が、地域のSTEAM学習のハブとなっていること。

・産業界や地域と連携し、先端テクノロジーや科学的知見を学べるSTEAMプログラムが提供される場

・提供されるSTEAMプログラムには、農業高校生だけでなく、地域の他の学校（小中高大）、

大人（生産者など）も参加できる

・提供されるSTEAMプログラムを通じて、農業高校生の先端テクノロジー等に対する関心を高め、

チェンジメーカーの素質を持つ人材を輩出するとともに、地域農業における先端技術の普及促進、

イノベーションの創出などが行われ、農業および関連産業の発展につながることが期待される

【補足】農業高校の特徴

 農業高等学校（農業に関する学科および系列等を設置する高等学校）は、2018年4月1日現在で全国に365校あり、約
90,000人の生徒が在籍している。

 その教育の特徴として、カリキュラムに農業実習が含まれることにとどまらず、生徒自らが課題を発見、解決方法を模索するプロジェク
ト学習（PBL：Project Based Learning）が広く取り入れられていることが挙げられる。
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STEAM プログラム開発委員会
各プログラムの開発、実施、効果測定や実施状況などの情報を集約して活動内容の修正や改善、最終報告のとりまとめを行う。

申請者（VGT：ベジタリア株式会社）

業務委託

STEAM推進事務局：RRPF（地域創生プラットフォーム）
STEAMSプログラム開発委員会の運営、個別プログラムの連携調整および実行管理、効果測定、報告とりまとめ

未来の教室とEdtech実証事務局（BCG：ボストンコンサルティンググループ／METI：経産省）

報告/納品

履行体制

業務外注 報告/納品

STEAM プログラム B 農業×IoT＆IPM 【担当】アシアル（株）、ベジタリア（株）、ほか専門家

STEAM プログラム A 農業×ロボティクス 【担当】クリエイターキャラバン、steAm 、ほか専門家

業務外注 報告/納品

全国６つの農業高校で実施

プログラム実施 結果報告・アンケート回答

協力：全国農業高等学校長協会
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本年度の実施内容

プログラム名 提供者 提供内容

A 農業×ロボ
ティクス

クリエイターキャラバン、
steAm
ほか専門家

・ロボットについての学習と、ロボット制作キット「レゴ・マインド
ストーム」を用いたロボットの制作
・農業など、受講者が普段学んでいるさまざまな学科とロボットの繋
がりや活用方法についての考察

B 農業×IoT＆
IPM

アシアル（株）、
ベジタリア（株）
ほかRRPF専門家

・「IoT学習キット」を用いた、IoTセンサー制作の実習
・商用の農業用センサー「Field Server」の使用を通じた、
本格的な農業用センサーに関する学習

・LAMP法による根こぶ病菌密度診断を用いた、科学的根拠に
基づくIPMの学習

※IPM：Integrated Pest Management（総合的病害虫管理）

◎実施内容１：STEAMプログラム開発委員会の運営
・月1回の会議を開催。各プログラムの開発、実施、効果測定や実施状況などの

情報を集約し、活動内容の修正や改善、最終報告のとりまとめを行う。

◎実施内容２：STEAMプログラムの提供


